
　保育園等の入園・在園に関し、配偶者と別居・別生計であり、かつ、現監護者は申立人のみであることを、
つぎのとおり申し立てます。

・ 申立内容と事実が異なる場合、保育の必要性の認定および入園（内定）が取消しとなる可能性があることを了承します。
・ 申立内容から状況が変わった際は、速やかに区へ届け出を行います。
・ 申立内容の確認が必要な場合は、区が関係機関へ確認することに同意します。

現在の生計状況
（収入）

※該当するものすべてに

チェックをしてください。

別居・別生計に
至った理由

・
手続き状況

□　児童扶養手当等の公的扶助 □　養育費

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※具体的な内容を記入してください。

□　行方不明　 （　　　　　年　　　　月　～　現在　）　→警察への捜索願等の届出事実を証明する書類のコピー

申立人
（現監護者）

※現監護者とは、現に
児童を保育している者

を指します

住所：練馬区

氏名
フリガナ

：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童との続柄：　□　母
　

　　　□　父

日中連絡先：　　　　　　　（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　□　母　　　□　父　　　□その他（　　　　　　　　　）

配偶者・パートナー
について

氏名
フリガナ

：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　（　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日）

□　入園・転園申請中

□　在園中（施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

生年月日：　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

氏名
フリガナ

：氏名
フリガナ

：

□　入園・転園申請中

□　在園中（施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

生年月日：　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

　 　利用調整・保育の必要性の認定・保育料において、必ずしもひとり親世帯として取り扱うとは限りません。 

※　世帯の取扱いは、申立書の内容・証明書類等に基づき、区が判断します。本申立書の提出があっても、

住民票を異動してい
ない（できない）理由

・
離婚手続きを進めて

いない理由

 状況を具体的に記入してください（該当者のみ）。

※　配偶者やパートナーと別居かつ別生計である場合のみ、ひとり親世帯として取り扱います。
　　 住民票や生計が同一である場合は、ひとり親として取り扱うことができません。

【令和９年度版】

別居・別生計と
なっている期間

　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日（頃）　から、引き続き現在まで

□　申立人の収入（貯蓄を含む。） □　親族からの援助（配偶者やパートナーを除く。）

□　離婚協議中（　　　　　年　　　　月　～　現在　）　→弁護士による離婚協議中であることを証明する書類のコピー

□　離婚調停中（　　　　　年　　　　月　～　現在　）　→離婚調停関係書類のコピー

□　離婚裁判中（　　　　　年　　　　月　～　現在　）　→離婚裁判関係書類のコピー

□　拘禁 　　　　（　　　　　年　　　　月　～　現在　）　→拘禁証明書・在監証明書のコピー

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※具体的な状況を記入し、書類を添付してください。

　第７号様式（第３条関係、第23条関係）

ひとり親であることの申立書
令和　　　　年　　　月　　　日

児童について

練馬区教育委員会教育長　宛て

□　申立人および児童と同居していない　→現居住地：                                                   /　　不明
     （配偶者・パートナーの現住所が分からない場合は、「不明」に〇）

□　申立人および児童と同居している　　 →ひとり親世帯として取り扱うことができません。


